
 

１日： 新月 ：旧 ３月 １日 

  ５日： 清明           

１７日： 満月 ：旧 ３月１７日 

２０日： 穀雨          

 

ロシアによるウクライナ進行が長期化する中で、 

世界の穀倉地帯は荒廃し、確実に食料問題が全世

界に広まって来る。 

 

たまたま、地球温暖化対策として世界１２０以

上の国や地域で、「カーボンニュートラル」への挑

戦が始まっています。日本でも、２０２０年１０

月菅総理の所信表明の中で「２０５０年カーボン

ニュートラルを目指す」とうたわれています。 

これは、カーボン（二酸化炭素）の排出量から、

森林などによる吸収量を差し引いた値をゼロにす

る事を目指しています。 

目標値「ゼロ」が決まっていて、今後３０年程

で対策を講じて目標を達成する取組です。 

 

これを受けて農林水産省が２０２１年５月１２日

に打ち出した政策方針が 「みどりの食料システム戦略」です。 

食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現。 

目標としては、 

①  農林水産業の二酸化炭素のゼロエミッション化の実現。 

 （「ゼロエミッション」は、人間活動による廃棄物を限りなくゼロに近づける意味合い。） 

②  低リスク農薬への転換、総合的な病害虫管理体系の確立・普及に加え、ネオニコチノイド

系を含む従来の殺虫剤に代わる新規農薬等の開発により化学農薬の使用量（リスク換算）を

５０％低減。 

③  輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を３０％低減。 

④  耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を２５％（１００万 ha（ヘクタール）に拡大。 

   ２０１７年の現状  耕地面積当たりの有機農業取組面積は、 

             有機ＪＡＳ認証     ０．２％ 

             認証外有機農業を含めて ０．５％ 

カーボンニュートラルへの挑戦は、社会経済を大きく変革し、投資を促し、生産性を向上させ、

産業構造の大転換と力強い成長を生み出すチャンスとされている。さて、私は軸足を何処に置く？ 
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